
12月 15日 「暴力について考えよう」（暴力防止月間） 

 

 先週から、あいさつ運動が始まり、元気な声のあいさつが桜野小全体に響

いています。寒い中、朝早くから、代表委員会やあいさつ隊の友達が集ま

り、みんなに呼びかけている姿に感心しています。また、あいさつ隊に元気

にあいさつを返しているお友達も素晴らしいです。このあいさつ運動を通し

て、校長先生や先生方、職員の方にも、自分からすすんであいさつをしてい

る人が増えていると感じました。みんなでつくりあげた、桜野小のよさをこ

れからも続けていきましょう。 

 

さて、今日は皆さんが楽しく学校生活をおくることができるようにするた

めの話をします。皆さんの体や心は一番大切なものです。また、友達の体と

心も自分と同じように大切です。生活の中で、誰かを叩いたり、けったりし

て、その相手に痛い思いや怪我をさせたりすることを「暴力」といいます。

また、悪口を言ったり、相手が嫌がるようなことを言ったり、メールで流し

たりして、相手の心を傷つけることも「言葉の暴力」になります。 

人を叩いたり、嫌なことを言ったりして、誰かの体や心を傷つけたりする

ことは、どんな理由があってもやってはいけないことです。大人もやっては

いけないし、友達同士でやってもいけない、誰が誰に対してやってもいけな

いことです。 

今月 12月は「暴力防止月間」です。もし、学校の中で先生や、お家に帰って

から大人の人から叩かれたり、嫌なことを言われたり、また子供からされたり

して傷付いているとき、また、そういうことをされて困っている人がいるとき

は、校長先生や副校長先生、他の先生、相談員、お家の人など近くの大人に相

談してください。 

 

誰にも相談できないで困っている人のために、内緒で相談を聞いてくれると

ころもできました。前にも紹介しました。 

このシートを見てください。このシートには、相談できる電話番号やメール

アドレスが書いてあります。また、切手をはらずに郵便として送ることもでき

ます。今週中に皆さん一人一人にシートを配りますので、困っているときに役

立てていきましょう。 

校長先生も、先生方も、お家の人も皆さんのことを大事に思っています。ぜ

ひ、一人で悩まないで相談してください。 

 


